


平成25年度　各部署の目標

手術室

3階東病棟

3階西病棟

4階東病棟

4階西病棟

　昨年と同様の目標ではありますが、今年
度はさらに具体的にするためにサブテーマ
として　①多職種と関わり患者・家族とゴ
ールを決める　②専門的知識を深める　と
しました。受け持ち看護師制は定着してい
ますが専門的知識のさらなる向上と看護師
の質を高めること、病棟の目標を達成する
為に小集団活動は学習、看護計画、SST、
褥瘡、PNS・WLBの活動を行っていきます。

　看護実践・看護指示・看護計画のつながりができ、看護目標に向かってのケアが実践できるよう記録チーム
が中心になり取り組んで行きます。
　 

　入院前の生活を可能な範囲で組み入れられるよう支援し
ていきたいというスタッフの想いを大切に、入院患者さん
の良き支援者・援助者として取り組んでいきたいと考えて
います。入院前の患者情報を的確に掌握し、患者・家族の
意向を踏まえながら、問題点の抽出、看護計画立案・実践
という一連の看護過程を展開していきます。

「看る・見る・満ちる」外来
「責任と思いやりの心を持ち、患者・家族　　
　　　　　のための看護サービスを提供する」

「責任と自覚をもった看護の実践～看護が見える記録を目指して～」

　患者・家族一人ひとりと向き合うことで、個別性に対
応した患者さん自身が選択できる看護の提供を行うこと
と、看護の本質である、「やさしさ」を持ち、自分の家
族や大切な人に接するような看護をしたいという思いを
込めています。今年度、新たにエンパワーメントに目を
向けた看護実践にも取り組んでいこうと考えています。

【Bチーム】 
　　入院時より退院を見据えた看護が提供できる
　　看護計画をもとに患者に適した退院指導を実施する
　　そのために看護計画を適宜見直しチームでの関与を促す
 

◎その他の活動（小集団）
 【５Sチーム】 
　　５Sに対する理解を深め、すすんで整理整頓を行える
　  転倒・転落予防チーム：転倒・転落の意識の向上と対策を行い　　
　　事故件数を減少できる
 【化学療法チーム】 
　　グレード表を使った有害事象の把握と記録
　　化学療法に対する疑問を解決し退院指導に役立てる
 【救急チーム】 
　  救急シミュレーションを実施し病棟全体のスキルアップにつなげる

【Aチーム】 
   患者目標に沿った看護の実践 
　 短期・長期目標の立案から意識的な行動へつなげていく

　25年度の目標を決めるにあたり、専門的知識や技術と思いや
りの心の両方を兼ね備えた手術室看護師を目指そ
うという気持ちで意見を出し合って決めました。
小集団活動も患者・家族看護を中心に積極的に一
丸となって頑張ります。

１Ｒ：患者・家族により添う看護
２Ｒ：患者・家族を取り巻く環境の改善
３Ｒ：スキルアップと感染対策を目的とした 
      ドアの開閉回数が減少する

　今年度は、「外来看護師として患者さんを看護するた
めには何が必要か？」と考えた結果、この目標に決めま
した。

看るとは？：看護する（自分達が提供した看護を記録として残す）
見るとは？：患者さんを見る（観察する） 
　　　　　　患者さんを見る目を養う（専門的知識の習得）
満ちるとは？：患者さんと職員の笑顔が満ちる外来 
　　　　　（接遇向上、フィッシュを取りいれた職場環境の改善）
以上の事から、小集団を記録チーム・学習チーム・接遇チームの３
チームに編成し活動を行う事としました。前年度も取り組んだ内容
もありますが、今年度は特に質の向上につなげる事を目標にチーム
編成を行いました。

「患者様・ご家族、一人ひとりと向きあい、 
　　　　　　　「やさしい」看護を提供します」

「その人らしい生き方と家族の想いを 
                   支える看護を提供する」

【チーム目標】
Aチーム 
　患者・家族の声を反映させた 
                看護計画の立案と実践 
Bチーム 
　看護プロファイルから看護計画立案と 
                                 実践

【小集団活動】
　①記録チーム ②カンファレンスチーム  
　③学習チーム ④５Sチーム　

「受け持ち看護師として責任ある行動をとる」

【小集団活動目標】 
①学習『専門的知識を高める』
②看護計画『カンファレンスの定着・多職種との連携を 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参画型看護に取り入れる』
③SST『摂食機能療法・口腔ケアの手技統一・口腔ケア実施が３回/日』
④褥瘡『褥瘡に対しての知識の向上・予防的対応で褥瘡発生を防ぐ』
⑤PNS・WLB『PNSの理解と実践定着・WLBを意識し業務改善を行う』






